


作
業
療
法
学
科
二
年
、
遠
藤
健
太
朗
さ
ん

①
神
奈
川
県
・
鶴
峯
高
校

②
作
業
療
法
士
で
す
。

③
高
齢
者
の
方
や
障
害
を
持
つ
方
の
生
活
の
お
世

話
が
で
き
れ
ば
と
思
い
。

④
直
接
に
③
の
方
々
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
技
能

を
身
に
つ
け
た
か
っ
た
か
ら
。

⑤
生
活
（
勉
強
？
）
す
る
に
は
快
適
な
土
地
だ
と

思
う
。

⑥
こ
れ
か
ら
綱
引
き
に
出
ま
す
。

⑦
綱
引
き
は
去
年
も
Ｏ
Ｔ
は
い
い
成
績
だ
っ
た
の

で
頑
張
り
た
い
。
ラ
イ
バ
ル
の
Ｐ
Ｔ
だ
け
に
は
負

け
た
く
な
い
！

理
学
療
法
学
科
二
年
、
本
間
健
太
さ
ん

①
埼
玉
県
・
春
日
部
共
栄
高
校

②
理
学
療
法
士
。

③
自
分
で
も
け
が
を
し
た
り
、
婆
ち
ゃ
ん
も
腰
と

か
悪
い
の
で
、
そ
れ
を
少
し
で
も
楽
に
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
。

④
お
母
さ
ん
が
看
護
師
や
っ
て
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

そ
れ
か
ら
、
爺
ち
ゃ
ん
も
病
院
に
入
院
し
て
た
り

し
て
、
そ
う
い
う
の
を
見
て
て
、
い
い
な
と
思
い

選
び
ま
し
た
。

⑤
理
学
療
法
学
科
は
、
丸
山
先
生
（
丸
山
仁
司
学

科
長
）
は
じ
め
、
い
い
先
生
ば
か
り
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
知
識
と
技
術
を
学
ん
で
、
一
人

前
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

⑥
応
援
合
戦
と
綱
引
き
に
出
ま
し
た
。

⑦
（
綱
引
き
は
）
一
回
戦
突
破
で
、
後
二
回
勝
て

ば
優
勝
な
の
で
、
絶
対
優
勝
し
ま
す
！

看
護
学
科
二
年
、
相
良
綾
子
さ
ん

①
栃
木
県
・
作
新
学
院
高
校

②
看
護
師
か
保
健
師
に
な
り
た
い
。

③
い
ろ
い
ろ
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
そ
う
だ
か
ら
。

④
こ
れ
か
ら
は（
医
療
・
福
祉
が
）必
要
と
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
し
、
自
分
で
も
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
。

⑤
駐
車
場
の
料
金
タ
ダ
に
し
て
欲
し
い
。（
笑
）

⑥
騎
馬
戦
だ
っ
た
け
ど
雨
で
流
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

⑦
（
も
し
出
場
し
て
い
た
ら
）
一
等
！

看
護
学
科
二
年
、
西
澤
加
奈
子
さ
ん

①
新
潟
県
・
高
田
北
城
高
校

②
看
護
師
か
保
健
師
。

③
も
と
も
と
福
祉
に
興
味
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
に
、「
福
祉
の
資
格
を

取
る
よ
り
、
看
護
の
資
格
を
取
っ
て
福
祉
の
現
場

に
行
っ
た
方
が
役
に
立
つ
よ
」
と
言
わ
れ
て
。

④
親
も
教
員
だ
っ
た
の
で
最
初
は
教
員
を
目
指
し

た
ん
で
す
け
ど
、
親
と
モ
メ
て
（
笑
）。
で
も
、
何

か
を
追
求
し
て
行
き
た
か
っ
た
の
と
、
自
分
自
身

も
高
ま
っ
て
い
く
職
種
だ
と
感
じ
た
か
ら
。

⑤
す
ご
く
楽
し
い
ん
だ
け
ど
、
も
っ
と
行
事
と
か

を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

⑥
「
俺
に
つ
い
て
来
い
」
に
出
ま
し
た
。

⑦
一
位
で
す
！

医
療
経
営
管
理
学
科
四
年
、

中
村
勝
弥
さ
ん
（
今
運
動
会
の
「
選
手
宣
誓
」）

①
神
奈
川
県
・
麻
生
高
校

②
医
療
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
就
職
が
決

ま
り
ま
し
た
。

③
最
初
は
病
院
に
行
っ
て
（
そ
の
病
院
の
利
用
者

に
と
っ
て
の
）
満
足
度
を
上
げ
よ
う
と
思
い
ま
し

た
が
、
一
病
院
で
の
仕
事
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
、
そ
の
点
、
医
療
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ら
、

よ
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
仕
事
が
で
き
る
と
考
え

選
び
ま
し
た
。

⑤
（
在
校
生
へ
一
言
）
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
盛

り
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
の
経
験
を
糧
に

し
て
、
医
療
界
に
行
っ
て
、
み
ん
な
で
パ
ワ
ー
を

持
っ
て
、
日
本
の
医
療
界
を
良
く
し
て
行
こ
う
！

⑥
選
手
宣
誓
で
す
。

⑦
（
宣
誓
は
）
バ
ッ
チ
リ
決
め
て
や
っ
た
の
で
気

持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

視
機
能
療
法
学
科
一
年
、
井
上
裕
子
さ
ん

①
千
葉
県
・
八
千
代
松
陰
高
校

②
視
能
訓
練
士
で
す
。

③
昔
、
目
が
斜
視
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
手
術
し
て

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
際
に
視
能
訓
練
士
と
い
ろ
い

ろ
話
を
し
て
、
い
い
な
と
思
い
、
や
ろ
う
か
と
思

い
ま
し
た
。

④
手
に
職
を
持
ち
た
か
っ
た
の
と
、
③
の
経
験
か
ら
。

⑤
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
と

こ
ろ
（
が
良
い
）。

⑥
馬
跳
び
リ
レ
ー
。

⑦
ビ
リ
で
す
！

医
療
福
祉
学
科
一
年
、
齋
藤
大
之
さ
ん

①
栃
木
県
・
茂
木
高
校

②
国
家
試
験
を
受
け
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
な
り
た
い
。

③
ま
す
ま
す
高
齢
社
会
に
な
る
と
思
う
の
で
、
高

齢
者
に
と
っ
て
住
み
良
い
町
作
り
を
し
た
い
。

④
福
祉
（
の
仕
事
）
を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
受
け
た
ら
受
か
っ
た
の
で
。

⑤
環
境
も
豊
か
で
先
輩
も
優
し
い
の
で
満
足
し
て

ま
す
。
一
〇
〇
点
で
す
！

⑥
応
援
団
（
旗
手
）
で
す
。

⑦
（
応
援
団
と
し
て
の
成
績
は
）
完
璧
で
す
！

放
射
線
・
情
報
科
学
科
二
年
、
蓼
沼
志
織
さ
ん

①
栃
木
県
・
足
利
女
子
高
校

②
診
療
放
射
線
技
師
。

③
か
っ
こ
い
い
こ
と
！
　
医
療
の
現
場
で
働
き
た

い
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
医
師
に
は
な
れ
な
い
と
思

っ
た
か
ら
。

④
患
者
さ
ん
と
接
し
て
、（
患
者
さ
ん
の
）
心
の
ケ

ア
も
し
て
、
医
師
と
協
力
し
て
患
者
さ
ん
を
助
け

た
い
か
ら
。

⑤
私
の
学
科
の
飯
沼
先
生
（
飯
沼
一
浩
学
科
長
）

が
す
っ
ご
く
か
っ
こ
よ
く
て
、
す
っ
ご
く
大
好
き

で
す
。
だ
か
ら
、
毎
日
大
学
生
活
が
楽
し
い
で
す
！

⑥
見
学
と
応
援
で
す
。

⑦
（
応
援
の
成
績
は
）
え
ー
と
、
一
〇
〇
点
！

五
月
三
十
一
日
、
午
前
六
時
三
十
分
。
最
終

決
定
時
刻
で
、
よ
う
や
く
体
育
館
で
す
る
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。
初
め
て
の
体
育
館
の
運
動
会

と
い
う
こ
と
で
、
ど
の
く
ら
い
の
人
が
来
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
筆
頭
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安

点
が
あ
り
ま
し
た
。

実
際
始
ま
っ
て
み
る
と
、
大
変
多
く
の
学
生

が
来
て
、
ま
た
応
援
合
戦
を
は
じ
め
、〝
大
縄
〞

や
〝
綱
引
き
〞
な
ど
の
競
技
で
も
、
外
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
や
る
よ
り
も
一
体
感
が
出
て
い
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
育
館
か
ら
は
ち
き
れ
ん
ば
か

り
で
し
た
。
特
に
今
回
、
応
援
合
戦
を
最
初
に

や
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き

な
波
が
う
ね
り
始
め
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
れ
が
、
後
の
競
技
に
も
続
き
、
さ
ら
に

そ
の
波
を
大
き
な
も
の
に
し
、
非
常
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

第
八
回
に
し
て
、
初
の
体
育
館
で
の
運
動
会
。

最
初
に
し
て
は
ま
あ
ま
あ
で
し
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
な
ど
も
当
然
出
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
し
っ
か
り
と
来
年
度
以
降
の
実
行
委
員

が
生
か
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
雨
の
中
、
運
動
会
に
来
て
下
さ
っ
た

方
々
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
Ｎ
Ｃ
Ｃ
と
大
学

職
員
の
方
々
、
そ
し
て
、
約
一
カ
月
間
共
に
が
ん

ば
っ
て
く
れ
た
実
行
委
員
の
み
ん
な
に
、
感
謝
!!

（
第
八
回
運
動
会
実
行
委
員
長
、
理
学
療
法
学

科
三
年
、
藤
田
智
さ
ん
）
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五
月
三
十
一
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
で
、
恒
例
の
運
動
会
が
行
わ
れ
た
。
今
年
で
八
回
目
を
迎
え
る
大

運
動
会
だ
が
、
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
、
体
育
館
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
同
大
学
運
動
会
史
上
初
の
体

育
館
で
の
運
動
会
。
詰
め
か
け
た
学
生
の
多
さ
と
、
競
技
と
応
援
の
熱
気
に
、
広
い
体
育
館
が
震
撼
す
る

程
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
現
場
を
取
材
。
学
生
の「
本
音
と
生
の
声
」を
拾
っ
て
み
た
。

特集
IUHW feature articles

体
育
館
が
揺
れ
た
！

雨
の
運
動
会
を
活
写
！

国
際
医
療
福
祉
大
学

運
動
会
史
上
初
の

2003.5.31

■
共
通
質
問
事
項

①
出
身
地
と
出
身
高
校
／
②
将
来
の
希
望
職
種
は
？
／
③

②
の
職
種
を
選
ん
だ
理
由
／
④
な
ぜ
医
療
・
福
祉
と
い
う
分

野
を
選
ん
だ
か
／
⑤
国
際
医
療
福
祉
大
学
へ
一
言
／
⑥
今
日

の
運
動
会
の
参
加
種
目
は
？
／
⑦
そ
の
成
績
は
？

特集
IUHW feature articles

声
report

初
の
体
育
館
で
の
運
動
会
を
仕
切
っ
た
、

運
動
会
実
行
委
員
長
、

藤
田
智
さ
ん
か
ら
の
礼
状
。

「
み
ん
な
に
感
謝
！
」
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講
義
に
始
ま
り
、
星
野
一
正
京
都
大
学
名
誉
教

授
、
清
水
哲
郎
東
北
大
学
文
学
部
教
授
ほ
か
、

本
学
教
員
が
、
医
療
の
倫
理
に
つ
い
て
の
講
義

を
行
っ
た
。

星
野
一
正
氏
講
演

「
日
本
の
医
療
と
患
者
」を
拝
聴
し
て

保
健
学
部
看
護
学
科
講
師
・
小
口
多
美
子

四
月
に
赴
任
し
て
以
来
、
公
開
講
座
の
開
始

は
わ
く
わ
く
す
る
も
の
で
し
た
。
本
年
は
看
護

学
科
の
担
当
で
あ
り
、
焦
点
が
医
療
の
倫
理
で
、

興
味
深
い
事
柄
だ
か
ら
で
す
。

星
野
先
生
の
小
柄
な
身
体
か
ら
は
、
語
り
、

訴
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
思
い
が
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
先
生
の
人
生
は
一
言
で
「
挑
戦
」
だ
と

感
じ
ま
す
。
博
士
号
を
取
ら
れ
て
す
ぐ
、
奥
様

と
二
人
し
か
客
が
居
な
い
貨
物
船
で
出
港
し
た

先
生
の
胸
に
は
「
外
国
で
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
絶
対
逃
げ
帰
ら
な
い
」
と
い
う
、
固
い
決

意
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

ド
イ
ツ
で
計
二
十
年
間
、
教
鞭
を
取
る
と
と
も

に
研
究
を
さ
れ
、
今
、
日
本
で
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
普
及
を
訴
え
続
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
講
演
か
ら
の
学
び
を
三
点
ほ
ど
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
や
バ

イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
考
え
が
、
一
歩
一
歩
着
実

に
か
つ
大
き
な
う
ね
り
で
広
ま
り
実
践
さ
れ
て

き
た
歴
史
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
大

統
領
が
「
消
費
者
の
、
安
全
を
求
め
る
・
情
報

を
得
る
・
選
ぶ
・
意
見
を
聞
い
て
も
ら
う
各
権

利
」
を
宣
言
し
た
の
は
一
九
六
二
年
で
あ
り
、

実
に
四
十
年
前
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
狂
牛
病

や
、
雪
印
の
牛
乳
の
騒
ぎ
は
た
っ
た
二
〜
三
年

前
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
で
早
く
普
及
し
て
い

れ
ば
と
残
念
で
す
。
そ
の
消
費
者
の
権
利
の
活

動
の
延
長
か
ら
、
患
者
の
権
利
、
そ
し
て
「
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
」
に
発
展
し
た
の

で
す
。
先
生
は
、
三
十
年
前
に
御
自
身
で
実
体

験
済
み
な
の
で
す
。
一
九
七
〇
年
代
、
患
者
中

心
の
新
し
い
医
療
の
倫
理
の
研
究
所
か
ら
、
新

造
語
の
「
バ
イ
オ
（
生
命
）
エ
シ
ッ
ク
ス
（
倫

理
）」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
生
命
科
学

の
研
究
者
や
医
療
関
係
者
の
態
度
や
行
為
に
つ

い
て
研
究
す
る
系
統
的
学
問
」
で
あ
り
、
日
常

の
診
療
時
の
説
明
、
投
薬
の
説
明
、
検
査
や
治

療
、
同
意
、
告
知
な
ど
す
べ
て
が
研
究
対
象
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
実
話
を
混
じ
え
た
お
話

か
ら
理
解
で
き
ま
し
た
。

第
二
点
は
、
子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
の
進
歩
を
知
り
ま
し
た
。
二
〇
〇

〇
年
に
世
界
医
師
会
が
、「
研
究
で
は
、
子
ど
も

が
同
意
を
表
明
で
き
る
場
合
は
、
子
ど
も
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決
定
し
た
の

で
す
。
一
九
九
〇
年
に
国
連
で
採
択
し
日
本
も

批
准
し
た
「
児
童
の
権
利
条
約
」
を
、
具
体
化

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
今
は
、
子
ど
も
は

分
か
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
年
齢
に
あ
っ
た

説
明
を
し
よ
う
と
い
う
認
識
に
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
「
同
意
を
得
る
」
ま
で
進
め

て
い
る
こ
と
を
、
歓
迎
す
る
も
の
で
す
。

第
三
点
は
、
先
生
の
人
間
へ
の
温
か
い
ま
な

ざ
し
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ご
自
身
の
幼
少

の
頃
か
ら
、
現
在
も
病
と
闘
う
歴
史
と
は
無
縁

で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
日
本
で
も
早
く
着

実
に
実
現
し
た
い
と
の
思
い
が
強
烈
な
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
先
生
の
信
条
は
「
苦
労
に
負
け
ず

に
、
知
恵
を
絞
り
、
諦
め
る
こ
と
な
く
必
死
に

生
き
る
道
を
考
え
抜
き
、
努
力
し
て
生
き
抜
く

こ
と
」
と
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
へ
、

感
謝
と
尊
敬
の
意
を
込
め
て
、
勝
手
に
『
挑
戦

者
賞
』
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
講
義
内
容

第
一
回
／
五
月
二
十
一
日
（
水
）

「
日
本
の
ナ
ー
ス
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
」

中
西
睦
子
（
看
護
学
科
長
・
教
授
）

第
二
回
／
五
月
二
十
八
日
（
水
）

「
日
本
の
医
療
と
患
者
」

星
野
一
正
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

第
三
回
／
六
月
四
日
（
水
）

「
闘
病
中
の
患
者
・
家
族
が
直
面
す
る
葛
藤
へ
の
対
応
」

清
水
哲
郎
（
東
北
大
学
文
学
部
教
授
）

第
四
回
／
六
月
十
一
日
（
水
）

「
人
権
意
識
の
違
い
―
日
本
の
患
者
・ア
メ
リ
カ
の
患
者
―
」

日
高
陵
好
（
看
護
学
科
講
師
）

第
五
回
／
六
月
十
八
日
（
水
）

「
女
性
の
健
康
運
動
が
め
ざ
す
も
の
」

江
幡
芳
枝
（
看
護
学
科
教
授
）

第
六
回
／
六
月
二
十
五
日

「
医
療
・
福
祉
の
連
携
に
倫
理
の
課
題
を
探
る
」

大
島
　
實
（
医
療
福
祉
学
科
教
授
）

第
七
回
／
七
月
二
日
（
水
）

「
臨
終
を
看
取
る
と
き
」

渡
辺
孝
子
（
看
護
学
科
教
授
）

第
八
回
／
七
月
九
日
（
水
）

「
病
院
で
働
く
人
々
の
倫
理
」

森
川
　
功
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
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国
際
医
療
福
祉
大
学
の
講
義
を
、
地
元
の
大

田
原
女
子
高
の
生
徒
が
受
け
る
「
高
大
連
携
」

が
、
五
月
二
十
八
日
ス
タ
ー
ト
し
た
。

同
校
の
二
、
三
年
生
を
対
象
に
し
た
こ
の
講

座
は
、
大
学
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
高

校
生
に
医
療
福
祉
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
と
大
田
原
女
子
高

校
と
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
。「
保
健
医

療
福
祉
へ
の
み
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
五
月
末
か

ら
八
月
の
初
め
ま
で
、
全
二
十
六
回
の
講
義
が

行
わ
れ
る
。

初
日
の
二
十
八
日
に
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

Ｍ
棟
、
二
〇
一
講
義
室
に
集
ま
っ
た
大
田
原
女

子
高
生
は
、
当
初
の
定
員
五
十
人
を
大
幅
に
上

回
る
七
十
二
人
。

当
日
は
、
本
学
の
谷
修
一
学
長
が
、「
医
療
福

祉
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
何
を
勉
強
す
る
こ
と

な
の
か
」
に
つ
い
て
講
義
。
続
い
て
、
杉
原
素

子
看
護
学
部
長
が
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
理

念
と
技
術
」
と
題
し
て
講
義
を
行
っ
た
。

看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
受
講
生
は
、

「
や
は
り
、
最
初
は
少
し
難
し
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
学
長
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
し
て
下
さ

っ
て
、
と
て
も
聞
き
や
す
く
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
こ
の
後
の
講
義
（
杉
原
素
子
保
健
学

部
長
）
が
楽
し
み
で
す
。
今
後
自
分
が
進
む
道

の
参
考
に
な
り
そ
う
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

ま
た
、
理
学
療
法
士
を
目
指
し
て
い
る
と
い

う
受
講
生
は
、

「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
授
業
が
初
め
て
だ
っ
た

の
で
新
鮮
で
し
た
。
い
つ
も
は
黒
板
を
使
っ
た

授
業
ば
か
り
な
の
で
、
回
転
が
速
い
の
に
驚
き

ま
し
た
。
ハ
イ
テ
ク
だ
な
ぁ
っ
て
思
い
ま
し
た
。

講
義
内
容
で
は
、
人
口
の
減
少
の
話
な
ど
に
、

特
に
興
味
を
持
て
ま
し
た
」
と
講
義
を
十
分
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

こ
の
高
大
連
携
は
、
こ
の
後
、
次
の
日
程
で

八
月
ま
で
行
わ
れ
る
。

＊
　
＊
　
＊

●
テ
ー
マ
「
医
療
福
祉
へ
の
み
ち
」

●
各
論
「
保
健
医
療
福
祉
専
門
職
の
仕
事
」

・
六
月
四
・
十
一
日
・
十
八
日
（
水
）

・
七
月
九
・
十
六
・
二
十
三
日
（
水
）

（
十
六
時
五
十
分
〜
十
八
時
四
十
分
・
二
講
座
）

●
特
論「
保
健
医
療
福
祉
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

・
七
月
二
十
五
日
（
金
）

（
十
六
時
五
十
分
〜
十
八
時
四
十
分
・
二
講
座
）

・
七
月
二
十
九
日
（
火
）
・
三
十
日
（
水
）

（
九
時
〜
十
一
時
五
十
分
・
三
講
座
）

・
七
月
三
十
一
日
（
木
）
・
八
月
一
日
（
金
）

（
九
時
〜
十
時
五
十
分
・
二
講
座
）

※
会
場
は
、
本
学
Ｍ
棟
二
〇
一
講
義
室
な
ど
。（

編
集
部
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
で
は
、
毎
年
地
域
の
方
々

を
対
象
と
す
る
「
イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
公
開
講

座
」
を
開
講
し
て
い
る
。
恒
例
と
な
っ
た
こ
の

講
座
だ
が
、
本
年
度
は
テ
ー
マ
を
「
医
療
の
倫

理
」
と
し
、
五
月
二
十
一
日
〜
七
月
九
日
の
毎

週
水
曜
、
本
学
大
講
義
室
（
Ｆ
一
〇
一
）
で
全

八
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。

第
一
回
の
、
中
西
睦
子
看
護
学
科
長
に
よ
る

「
日
本
の
ナ
ー
ス
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
」
の
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講義を終えた星野一正京都大学名誉教授と中西睦子看護学科長 講義は本学大講義室（Ｆ101）で行われた 大田原女子高生の前で講義をする谷修一学長

「リハビリテーション理念と技術」について講義する杉原素子保健学部長

地域と連携する、
国際医療福祉大学の
2つの講座

大
田
原
女
子
高
生
が
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
講
義
を
受
け
る

大
田
原
女
子
高
校←

→

国
際
医
療
福
祉
大
学

高
大
連
携
が
ス
タ
ー
ト

平
成
15
年
度

イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
公
開
講
座

５
月
21
〜
７
月
９
日

IUHW feature articles part2

特集2

ⅠⅡ

Ⅰ

大
田
原
女
子
高
生
が
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
講
義
を
受
け
る

高
大
連
携
が

ス
タ
ー
ト

sa連携
大
田
原
女
子
高
校

国
際
医
療
福
祉
大
学

Ⅱ

平　成
15年度

イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム

公
開
講
座

5月21日

7月9日
〜

平
成
十
五
年
度
イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
公
開
講
座

D
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看
護
学
科

「
看
護
学
科
へ
よ
う
こ
そ
」

看
護
学
科
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
二
種
類
の
模
擬
授
業

体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、

大
学
で
開
発
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ソ
フ
ト
を
用
い
て
看
護
を
学
ぶ
体

験
で
す
。
五
十
歳
代
の
働
き
盛
り

の
男
性
が
演
じ
る
生
活
の
様
子
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
健
康
上
の
問
題

が
あ
る
か
を
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。

二
つ
め
は
、
看
護
実
習
室
で
の
患

者
体
験
で
す
。
例
え
ば
妊
婦
体
験

で
は
、
お
腹
の
部
分
に
お
も
り
が

付
い
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
る
と
自
然
に
お
腹
を

突
き
出
し
た
姿
勢
に
な
り
、
自
分
の
足
元
が
見

え
に
く
い
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。
ま
た
各
部

屋
で
は
、
在
学
生
が
学
習
の
こ
と
や
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
生
活
に
つ
い
て
親
切
に
説
明
し
て
く
れ

ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！

（
小
川
景
子
）

理
学
療
法
学
科

「
実
感
で
き
る
理
学
療
法
」

理
学
療
法
学
科
で
は
、
運
動
療
法
や
物
理
療

法
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
実
際
に
低
周

波
治
療
、
温
熱
治
療
、
車
椅
子
操
作
な
ど
が
楽

し
く
体
験
で
き
ま
す
。
教
員
の
他
、
在
学
生
も

応
援
に
駆
け
つ
け
、
サ
ー
ク
ル
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
大
学
で
の
楽
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
や
、

授
業
内
容
な
ど
を
臨
場
感
あ
る
体
験
と
し
て
実

感
出
来
る
様
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
さ

ら
に
、
海
外
理
学
療
法
事
情
の
紹
介
な
ど
も
行

う
予
定
で
す
。

（
石
井
博
之
）

作
業
療
法
学
科

「
多
様
な
作
業
療
法
の
経
験
を
提
供
」

作
業
療
法
の
職
域
は
医
療
、
保
健
、
福
祉
の

広
い
領
域
に
わ
た
り
ま
す
。
よ
り
良
い
臨
床
家

の
育
成
に
あ
た
り
、
充
実
し
た
臨
床
実
習
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
国
際
医
療
福
祉
大

学
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
関
連
施
設
の
多
さ
は
、

作
業
療
法
学
科
学
生
の
豊
か
な
臨
床
経
験
に
繋

が
り
ま
す
。
多
様
な
障
害
の
方
々
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
学

科
で
す
。
最
近
マ
ラ
ウ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
で
作
業

療
法
を
実
践
し
て
き
た
教
員
が
加
わ
り
、
国
際

的
な
作
業
療
法
体
験
に
つ
い
て
も
情
報
が
得
ら

れ
ま
す
。

（
菅
原
洋
子
）

言
語
聴
覚
学
科「

言
語
聴
覚
士
の
仕
事
と
は
」

言
語
聴
覚
学
科
で
は
、
今
年
も
言
語
聴
覚
士

の
仕
事
と
言
語
の
し
く
み
、
言
語
障
害
に
つ
い

て
、
楽
し
く
元
気
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
こ

と
ば
に
関
わ
る
脳
の
働
き
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
ゲ
ー
ム
や
聴
力
検
査
体
験
、
自
分
の
声
を
測

定
で
き
る
声
の
測
定
体
験
や
大
声
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
、
こ
と
ば
の
い
ろ
い
ろ
な
側
面
に
つ
い
て

体
感
で
き
る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
言

語
聴
覚
士
の
仕
事
の
紹
介
や
、
機
器
の
展
示
、

学
生
生
活
や
入
試
対
策
に
つ
い
て
の
相
談
会
も

実
施
し
ま
す
。
明
る
く
親
切
な
先
輩
た
ち
が
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！
　

（
菅
野
倫
子
）

視
機
能
療
法
学
科

「
の
ぞ
い
て
み
よ
う
視
能
訓
練
士
の
仕
事
」

視
機
能
療
法
学
科
で
は
、
視
力
検
査
や
眼
の

奥
を
み
る
眼
底
写
真
の
撮
影
な
ど
多
く
の
検
査

機
器
の
体
験
を
通
じ
て
視
能
訓
練
士
の
仕
事
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
立
体
視
検
査
な

ど
両
眼
で
み
る
こ
と
の
大
切
さ
に
触
れ
る
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
入
試
対
策
は
も
ち

ろ
ん
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
授
業
に
つ
い

て
、
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
先
輩
た
ち
が
皆
様

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（
藤
田
純
子
）

放
射
線
・
情
報
科
学
科

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
最
新
機
器
を
紹
介
」

体
の
中
を
ど
こ
で
も
詳
し
く
映
し
出
せ
る
Ｃ

Ｔ
装
置
、
心
臓
や
胎
児
の
動
き
を
安
全
に
観
測

で
き
る
超
音
波
診
断
装
置
な
ど
、
高
性
能
の
診

断
機
器
を
駆
使
し
て
病
気
の
診
断
治
療
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
の
が
診
療
放
射
線
技
師
で
す
。

機
器
の
進
歩
は
著
し
く
、
病
院
に
お
け
る
診
療

放
射
線
技
師
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
Ｘ
線
装
置
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
、
γ
カ

メ
ラ
、
放
射
線
治
療
装
置
な
ど
本
学
に
は
す
べ
て

の
機
器
が
揃
っ
て
い
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
学
生
が
親
切
に
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

（
飯
沼
一
浩
）

医
療
経
営
管
理
学
科

「
医
療
が
変
わ
る
！
病
院
が
変
わ
る
！
」

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
世
界
一
と
認
め
ら
れ
た
「
誰
で
も

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
」
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
わ
が
国
の
シ
ス
テ
ム
を
、
高
齢
社
会
に

あ
っ
て
持
続
さ
せ
る
た
め
に
制
度
改
革
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
の
波
に
乗
っ
て

「
電
子
カ
ル
テ
」
の
導
入
な
ど
効
率
化
と
質
の
向

上
に
向
け
て
病
院
の
仕
事
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
先
輩
が
こ
れ
か
ら

の
医
療
福
祉
経
営
の
あ
り
か
た
や
コ
ー
ス
制
、

ゼ
ミ
、
生
活
に
い
つ
い
て
楽
し
く
語
り
か
け
る

で
し
ょ
う
。

（
佐
藤
貴
一
郎
）

医
療
福
祉
学
科

「
先
輩
た
ち
が
学
生
生
活
を
紹
介
」

医
療
福
祉
学
科
で
は
、
介
護
福
祉
士
の
実
技

の
授
業
で
使
用
す
る
介
護
実
習
室
を
会
場
に
、

本
年
４
月
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
先
輩
た
ち
が
、

ゼ
ミ
毎
に
大
型
パ
ネ
ル
を
作
成
し
て
、
学
生
生

活
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
個
別
相
談
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
、
入
試
の
準
備
か
ら
入
学
後
の
授

業
の
様
子
、
専
門
資
格
の
取
得
方
法
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
ま
た
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ア

ル
バ
イ
ト
、
ア
パ
ー
ト
生
活
等
、
あ
ら
ゆ
る
疑

問
に
懇
切
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。
優
し
い
先
輩

が
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
小
林
雅
彦
）
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こ
の
大
学
説
明
会
は
、
医
療
福
祉
分
野
や
本
学

に
関
心
は
あ
っ
て
も
な
か
な
か
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
ま
で
は
足
を
運
べ
な
い
と
い
う
受
験
生
の

た
め
に
二
年
前
か
ら
ほ
ぼ
現
在
の
形
で
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
受
験
生
に
と
っ
て
は
本
学
教
員
と

直
接
、
個
別
進
学
相
談
が
で
き
る
ほ
か
、
入
試
過

去
問
題
集
や
各
種
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
類
、
大
田
原
マ

ッ
プ
な
ど
の
資
料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

六
月
十
五
日
に
山
王
ホ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
た

東
京
地
区
の
説
明
会
は
、
空
模
様
が
心
配
さ
れ

る
中
、
す
っ
き
り
と
し
な
い
蒸
し
暑
い
梅
雨
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
十
五
組
、
八
十
名
弱

の
参
加
者
が
会
場
を
訪
れ
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

「
今
日
の
説
明
会
は
以
前
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
理
学
療
法
学

科
は
倍
率
が
高
い
よ
う
で
す
が
、
実
際
に
ど
の

く
ら
い
難
し
い
の
か
、
推
薦
は
ど
ん
な
感
じ
な

の
か
を
聞
き
に
来
ま
し
た
」（
理
学
療
法
学
科
志

望
・
高
校
三
年
生
男
子
の
保
護
者
）

「
栃
木
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
行
く
つ

も
り
だ
け
れ
ど
、
関
連
の
山
王
病
院
も
一
度
見

学
し
た
か
っ
た
の
で
」（
言
語
聴
覚
学
科
志
望
・

高
校
三
年
生
女
子
）

「
毎
年
こ
の
説
明
会
に
来
て
い
ま
す
。
来
年
度

の
入
試
の
変
更
点
な
ど
を
聞
き
に
き
ま
し
た
」

（
都
立
高
校
教
諭
）

来
場
者
の
声
（
於：

東
京
会
場
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

ま
た
東
京
会
場
で
は
、
本
学
出
版
会
の
書
籍

を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
で
大
谷
藤
郎
総
長
の
『
人

間
を
考
え
る
』
を
は
じ
め
と
す
る
本
学
の
関
連

書
籍
の
展
示
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
臨
床
実

習
施
設
で
も
あ
る
山
王
病
院
の
院
内
見
学
ツ
ア

ー
に
多
く
の
受
験
生
・
保
護
者
が
参
加
す
る
な

ど
、
本
学
の
幅
広
い
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

豊
富
さ
に
も
大
い
に
受
験
生
の
関
心
が
向
け
ら

れ
て
い
た
。

な
お
、
六
月
の
こ
の
説
明
会
は
大
学
説
明
会

全
体
と
し
て
は
前
期
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、

今
年
度
は
さ
ら
に
九
月
二
十
三
日
か
ら
全
国
六

会
場
（
一
般
入
試
の
地
方
試
験
会
場
設
置
都
市
）

で
後
期
の
大
学
説
明
会
が
実
施
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。
夏
休
み
に
学
内
で
開
催
さ
れ
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
と
も
に
、
医
療
福
祉

分
野
を
志
す
意
欲
の
高
い
受
験
生
が
数
多
く
本

学
に
関
心
を
持
ち
、
本
学
を
め
ざ
す
き
っ
か
け

と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
編
集
部
）

●
前
期
日
程
・
全
十
三
カ
所

①
六
月
十
日
／
郡
山

②
六
月
十
一
日
／
水
戸

③
六
月
十
一
日
／
足
利

④
六
月
十
二
日
／
宇
都
宮

⑤
六
月
十
三
日
／
前
橋

⑥
六
月
十
五
日
／
東
京

⑦
六
月
十
七
日
／
千
葉

⑧
六
月
十
九
日
／
横
浜

⑨
六
月
二
十
日
／
大
宮

⑩
六
月
二
十
三
日
／
静
岡

⑪
六
月
二
十
四
日
／
大
阪

⑫
六
月
二
十
五
日
／
長
野

⑬
六
月
二
十
五
日
／
新
潟

●
後
期
日
程
・
全
六
カ
所

①
九
月
二
十
三
日
／
熱
海

②
九
月
二
十
三
日
／
名
古
屋

③
九
月
二
十
七
日
／
大
阪

④
九
月
二
十
七
日
／
福
岡

⑤
十
月
四
日
／
仙
台

⑥
十
月
十
二
日
／
東
京
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全国13カ所で開催。
国際医療福祉大学
「大学説明会」

六月十日の郡山会場を皮切りに、本学主催による大学説明会が全国十三都市で開催された（日程と会場の詳細は下表を参照）。
来年度から新たに一般入試の地方会場として追加が決まった大阪をはじめ、前橋、横浜、新潟が今年から新たに説明会場に追加
されたほか、他の会場についてもおおむね昨年より参加者数を伸ばしており、医療福祉分野を志望する真剣な眼差しの受験生や

保護者、また高等学校や予備校の進路指
導の先生方で各会場ともに盛況を呈した。

A
b

o
u

t
a

u
n

iversity“大学を
知る”’03

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

各
学
科
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
届
く

時
間

10
時
〜
16
時
▼
申
し
込
み
不
要
・
入
退
場
自
由

問
い
合
わ
せ
先

入
試
事
務
室
　
電
話0287-24-3200

【
総
合
ガ
イ
ダ
ン
ス
】11
時
〜
12
時
▼
学
長
、学
部
長
等
が
教
育
内
容
や
学
科
の
説
明
を
分
か

り
や
す
く
行
い
ま
す
。
そ
の
他
入
試
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

【
体
験
入
学
】10
時
〜
16
時
▼
Ｌ
Ｌ
教
室
、情
報
処
理
教
室
、各
学
科
の
実
習
室
な
ど
自
由
に

見
学
し
て
下
さ
い
。
教
員
と
学
生
が
担
当
し
ま
す
。
授
業
を
は
じ
め
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
様
子

を
直
接
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
個
別
入
試
相
談
】10
時
〜
16
時
▼
入
試
は
も
ち
ろ
ん
、
入
学
後
の
こ
と
ま
で
な
ん
で
も
相
談

Ｏ
Ｋ
で
す
。
教
員
と
大
学
職
員
が
担
当
し
ま
す
。
募
集
要
項
・
各
学
科
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も

無
料
配
布
致
し
ま
す
。

A
b

o
u

t
a

u
n

iversity“大学を体感する”第1回　7/26（土）
第2回　7/30（水）
第3回　8/30（土）

大
学
説
明
会
日
程

D
ate

2003年度ポスター



▼
Ｉ
Ｔ
教
育
対
応
の
最
新
装
置
を
備
え
た
Ｌ
Ｌ

教
室
で
は
、
鮮
明
な
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
助
け
ら

れ
、
高
音
質
の
英
語
音
声
を
聞
き
取
り
、
発
話

練
習
を
し
、
録
音
機
能
を
使
っ
て
自
分
の
英
語

を
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
学
習
者
と
教
師
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、

学
習
者
を
モ
デ
ル
と
す
る
発
話
・
会
話
練
習
、

ペ
ア
を
モ
デ
ル
と
す
る
対
話
練
習
、
グ
ル
ー
プ

対
象
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
学
習
を
通
し
て
行
う
。

教
師
と
他
の
学
生
と
の
や
り
取
り
を
聴
く
こ
と

も
勉
強
に
な
る
だ
ろ
う
。

▼
自
習
学
習
で
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
モ
デ
ル
音

声
に
続
い
て
録
音
し
、
自
分
の
発
音
を
聞
い
て

学
ん
だ
り
、
そ
れ
を
教
師
に
提
出
し
て
コ
メ
ン

ト
を
求
め
る
。

▼
文
法
、
作
文
の
説
明
に
は
教
材
提
示
装
置
を

用
い
て
、
高
機
能
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
卓
上

モ
ニ
タ
ー
画
面
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
。
集
中
力
が
必
要
な
授
業
だ
が
、
個
々
に

得
る
も
の
が
大
き
い
学
習
で
あ
る
。

▼
授
業
以
外
に
、
自
習
用
に
も
教
室
を
開
放
し

て
い
る
が
、
驚
く
ほ
ど
多
数
の
学
生
が
、
生
き

生
き
と
自
習
を
楽
し
ん
で
い
る
。

（
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
田
中
美
子
）

七
月
恒
例
の
英
会
話
公
開
講
座
、E

n
g
lis
h

E
ve
n
in
g
s

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
初
心

者
・
初
級
・
中
級
・
上
級
と
四
ク
ラ
ス
を
用
意
し

て
い
ま
す
が
、
全
ク
ラ
ス
と
も
ア
メ
リ
カ
人
と
日

本
人
の
教
員
が
チ
ー
ム
で
楽
し
く
指
導
に
当
た
り

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
―
七
月
二
十
三
日
（
水
）、
二
十
四
日
（
木
）、

二
十
五
日
（
金
）

時
間
―
午
後
六
時
三
十
分
〜
八
時
三
十
分
（
最
終

日
は
九
時
ま
で
）

場
所
―
国
際
医
療
福
祉
大
学
・
Ｌ
Ｌ
教
室
（
Ｄ
棟

一
階
）
他

定
員
―
初
心
者
･
初
級
･
中
級
ク
ラ
ス
は
各
二
十

名
、
上
級
は
十
名

六
年
前
、
当
時
中
学
一
年
生
だ
っ
た
Ｓ
君
は
、

英
語
に
興
味
を
持
っ
て
、E

ng
lish
E
vening

s

に

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
か
わ
い
い
元
気
な
坊
や

が
今
は
本
学
の
一
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
嬉
し
い

再
会
で
す
。
今
年
も
、
素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

（
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
南
井
紀
子
）

は
じ
め
に：

今
回
の
発
表
会
は
六
月
七
日
（
土
）、

八
日
（
日
）
の
両
日
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ん

で
二
室
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
一
日
で
行
っ

て
い
た
発
表
を
二
日
に
わ
た
っ
て
行
う
よ
う
に

し
た
の
で
、
一
人
の
発
表
時
間
は
発
表
と
質
疑

応
答
を
含
め
十
四
分
と
な
り
、
議
論
も
活
発
に

な
っ
た
印
象
が
あ
り
、
概
し
て
評
判
が
良
い
よ

う
で
あ
っ
た
。
な
お
演
題
数
は
九
十
八
で
、
座

長
は
二
十
九
名
の
先
生
方
が
務
め
た
。

発
表
の
様
子：

入
れ
替
わ
り
で
は
あ
る
が
、
各

室
と
も
十
〜
二
十
名
の
参
加
者
が
い
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
質
疑
も
先
に
書
い
た
よ
う
に
活

発
で
あ
り
、
教
員
が
中
心
で
あ
っ
た
が
院
生
か

ら
の
質
問
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
途
中
に
は
英

語
の
発
表
も
あ
る
な
ど
〝
国
際
的
〞
な
雰
囲
気

も
あ
り
、
異
な
る
領
域
や
分
野
の
発
表
を
聞
く

こ
と
で
幅
広
い
質
疑
応
答
が
で
き
て
い
た
。

（
以
上
、
大
学
院
　
田
中
繁
）

全
体
に
つ
い
て：

開
原
院
長
が
講
評
で
言
わ
れ

た
通
り
、
発
表
テ
ー
マ
が
広
範
囲
に
及
び
、「
ま

る
で
日
本
の
縮
図
を
見
る
か
の
よ
う
」
な
面
白

さ
が
あ
っ
た
。
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た

研
究
も
あ
れ
ば
、
人
間
の
動
作
・
姿
勢
研
究
も

あ
り
、
は
た
ま
た
国
立
病
院
民
営
化
が
周
辺
住

民
に
与
え
る
影
響
の
研
究
も
あ
っ
た
。
す
で
に

終
盤
に
入
っ
て
い
る
研
究
が
あ
る
一
方
で
、
一

部
に
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
進
度
の
遅
い
研
究
が

あ
っ
た
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
っ

と
一
年
生
の
と
き
か
ら
二
年
生
の
発
表
を
聴
く

な
ど
し
て
、
そ
れ
な
り
の
心
構
え
を
作
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
発
表
技
術
は
年
々

良
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。

（
大
学
院
　
鎌
倉
矩
子
）

医
療
経
営
管
理
学
科
は
医
療
福
祉
経
営
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
成
す
る
日
本
初
の
学

科
で
あ
る
。
当
学
科
の
学
生
は
医
療
福
祉
経
営

に
関
す
る
領
域
全
般
の
知
識
を
幅
広
く
学
ぶ
と

同
時
に
、
各
自
が
選
択
し
た
専
門
コ
ー
ス
で
勉

学
を
深
め
る
と
い
う
学
習
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

専
門
コ
ー
ス
に
は
、
①
「
医
療
経
営
コ
ー
ス
」、

②
「
医
療
情
報
コ
ー
ス
」、
③
「
診
療
情
報
・
医

事
管
理
コ
ー
ス
」、
④
「
福
祉
経
営
コ
ー
ス
」
の

四
つ
が
あ
り
、
各
々
の
コ
ー
ス
で
は
専
門
家
育

成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー

ス
の
必
要
単
位
を
履
修
し
た
学
生
は
大
学
か
ら

は
「
コ
ー
ス
修
了
認
定
証
」
を
受
領
し
、
そ
の

分
野
で
の
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
た
学
生

と
し
て
認
定
さ
れ
る
。

「
医
療
経
営
コ
ー
ス
」
は
、
簿
記
、
経
営
、
原

価
計
算
、
労
務
管
理
、
物
品
管
理
な
ど
学
び
、

病
院
内
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
う
経
営
資

源
の
効
率
的
な
運
用
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目

指
す
。「
医
療
情
報
コ
ー
ス
」
は
、
情
報
学
、
医

療
情
報
学
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構

成
さ
れ
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
の
Ｉ
Ｔ
化
を
推

進
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。「
診
療
情
報
・
維
持

管
理
コ
ー
ス
」
は
、
医
学
的
な
知
識
、
疾
病
の

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
診
療
録
管
理
、
レ
セ
プ
ト
の

分
析
な
ど
を
学
び
、
診
療
情
報
管
理
士
や
医
事

の
専
門
家
を
養
成
す
る
。「
福
祉
経
営
コ
ー
ス
」

は
介
護
保
険
制
度
や
福
祉
施
設
経
営
の
基
本
を

学
び
、
わ
が
国
で
は
ま
だ
少
な
い
福
祉
の
経
営

の
専
門
家
を
養
成
す
る
。
ど
の
コ
ー
ス
も
そ
の

分
野
の
最
先
端
の
知
識
と
現
実
へ
の
応
用
力
を

兼
ね
備
え
た
学
生
を
育
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
医
療
経
営
管
理
学
科
　
高
橋
泰
・
福
永
肇
）
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平
成
十
五
年
六
月
六
日
（
金
）、
東
京
の
山
王

病
院
内
の
山
王
ホ
ー
ル
で
「
国
際
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
た
。（
主
催
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
理

事
長
・
山
王
病
院
理
事
長
高
木
邦
格
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
学
長
谷
修
一
。
後
援
／
ア
ジ
ア
婦

人
友
好
会
会
長
三
木
睦
子
）

こ
の
「
国
際
の
集
い
」
は
、
平
成
七
年
の
開

学
以
来
、
医
療
・
福
祉
の
国
際
化
を
目
指
し
、

世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
、
学
生

に
よ
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
あ
る
い
は

ケ
ニ
ア
や
中
国
、
タ
イ
お
よ
び
周
辺
四
カ
国
に

対
す
る
医
療
技
術
・
医
療
教
育
支
援
事
業
な
ど
、

多
く
の
国
際
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
際
医

療
福
祉
大
学
が
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
、
本
学
の
国
際
医
療
福
祉
活
動
の
関
係
者
を

招
待
し
た
懇
親
会
で
あ
る
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
の
篠
崎
英
夫

氏
、
国
立
保
健
医
療
科
学
院
院
長
の
小
林
秀
資

氏
、
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
医
療
協
力

部
長
の
藤
崎
清
道
氏
、
外
務
省
顧
問
で
元
駐
米
大

使
の
栗
山
尚
一
氏
、
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
大

使
の
ス
ッ
ク
タ
ボ
ン
・
ケ
オ
ラ
氏
、
モ
ン
ゴ
ル
国

大
使
の
ザ
ン
バ
・
バ
ド
ゥ
ジ
ャ
ル
ガ
ル
氏
、
ネ
パ

ー
ル
王
国
臨
時
代
理
大
使
の
モ
ハ
ン
・
ク
リ
シ
ュ

ナ
・
シ
ュ
レ
ス
タ
氏
、
ア
ジ
ア
婦
人
友
好
会
理
事

長
の
栗
山
昌
子
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
関
係
機

関
か
ら
多
数
の
出
席
者
が
あ
っ
た
。

本
学
か
ら
は
、
高
木
理
事
長
、
谷
学
長
、
開

原
成
允
大
学
院
院
長
の
ほ
か
多
数
の
教
職
員
が

出
席
、
ま
た
、
本
学
に
留
学
中
の
各
国
学
生
も

参
加
し
た
。

最
初
に
高
木
理
事
長
、
谷
学
長
、
続
い
て
栗

山
ア
ジ
ア
婦
人
友
好
会
理
事
長
、
シ
ュ
レ
ス
タ

ネ
パ
ー
ル
王
国
臨
時
代
理
大
使
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
そ
の
後
、
小
林
国
立
保
健
医
療
科
学
院

院
長
の
乾
杯
で
会
が
始
ま
っ
た
。

会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
進
行
し
、

場
内
の
あ
ち
こ
ち
で
歓
談
の
輪
が
広
が
っ
て
い

た
。
ま
た
、
当
日
は
山
王
病
院
一
階
ロ
ビ
ー
で
、

病
院
恒
例
の
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
参

加
者
は
琴
や
ピ
ア
ノ
の
音
色
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
。

途
中
、
各
国
大
使
な
ら
び
に
厚
生
労
働
省
か

ら
の
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
開
原
大
学

院
院
長
の
あ
い
さ
つ
で
、
盛
況
の
う
ち
に
会
は

終
了
し
た
。

（
編
集
部
）

当
大
学
は
、
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

に
よ
る
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
養

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
（
以
下
、
学
院
）
設
立
事
業
に
、
多
面
的
に

協
力
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
下
、
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
何
静
杰
医
師
と
王
B
医
師

は
、
将
来
学
院
で
基
礎
医
学
を
教
え
る
た
め
の

研
修
を
日
本
で
受
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

の
一
カ
月
を
当
大
学
の
作
業
療
法
学
科
・
理
学

療
法
学
科
で
研
修
を
受
け
ら
れ
た
。
お
二
人
か

ら
次
の
よ
う
な
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

「
五
月
十
一
日
か
ら
六
月
六
日
ま
で
の
約
四
週

間
研
修
し
ま
し
た
。
前
の
二
週
間
は
Ｏ
Ｔ
部
門

で
後
の
二
週
間
は
Ｐ
Ｔ
部
門
で
し
た
。

先
生
方
の
授
業
を
聞
き
、
個
別
指
導
を
受
け
、

社
会
福
祉
の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
個
別
指

導
の
と
き
、
先
生
は
ど
の
よ
う
に
教
え
る
の
が

よ
い
か
も
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
リ
ハ
病

院
で
は
Ｏ
Ｔ
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
な
ど
を
回
り
ま
し

た
が
、
ス
タ
ッ
フ
は
ほ
と
ん
ど
国
際
医
療
福
祉

大
学
の
卒
業
生
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
皆
、

非
常
に
優
秀
で
よ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
先
生

方
は
授
業
中
パ
ソ
コ
ン
や
ビ
デ
オ
等
い
ろ
い
ろ

な
機
械
を
利
用
し
て
授
業
し
て
い
ま
し
た
。
学

生
達
は
質
問
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
発
表
を
し

た
り
し
て
、
一
生
懸
命
に
授
業
を
聞
き
、
ま
た
、

よ
く
準
備
も
し
て
い
ま
し
た
。
先
生
方
は
学
生

達
の
積
極
性
を
発
揮
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。

全
国
理
学
療
法
学
会
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
立
派

な
発
表
を
聞
き
、
き
れ
い
な
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
の
運
動
会
も
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
大
学
院
で
の
丸
山

先
生
（
丸
山
仁
司
理
学
療
法
学
科
長
）
の
授
業

は
本
当
に
素
晴
し
か
っ
た
で
す
。
杉
原
先
生
（
杉

原
素
子
作
業
療
法
学
科
長
）
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
か
か
わ
る
ビ
デ
オ
を
見
せ
た
り
、
総

括
し
た
り
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
将
来
き
っ
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
教
育
に
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
臨
床
医
学
と
リ
ハ
ビ
リ

医
学
の
関
連
性
を
把
握
し
、
教
師
と
し
て
講
義

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
国
際
医
療
福
祉
大
学
の
先
生
方
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。」

何
静
杰
、
王
B

（
作
業
療
法
学
科
　
菅
原
洋
子
・
山
r
せ
つ
子
）
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研修中の何静杰医師と王A医師

「
国
際
の
集
い
」
開
催

国
際
医
療
福
祉
活
動
に

か
か
わ
る
方
々
や
、

留
学
生
を
迎
え

北
京
か
ら
の
研
修
生

作
業
療
法
学
科
・

理
学
療
法
学
科
で

研
修

新
し
く
な
っ
た
Ｌ
Ｌ
教
室
で
授
業
ス
タ
ー
ト

平
成
十
五
年
度

大
学
院
研
究
発
表
会（
Ｍ
２
）開
催

医
療
経
営
管
理
学
科
の
四
つ
の
コ
ー
ス

第
八
回
　English

Evenings

開
講
の
お
知
ら
せ 本学留学中の各国学生も多数参加

新しくなったLL教室で講義を受ける学生



平
成
十
五
年
度
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株

式
会
社
奨
学
生
八
名
お
よ
び
国
際
医
療
福
祉
大

学
奨
学
生
二
十
二
名
が
、
厳
正
な
審
査
の
結
果

以
下
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
奨
学
生

同
奨
学
生
制
度
の
新
規
奨
学
生
八
名
が
決
定

し
、
去
る
五
月
二
十
二
日
（
木
）
に
東
京
都
中

央
区
の
同
社
本
社
に
お
い
て
、
同
社
岡
崎
会
長
、

須
藤
社
長
、
本
学
高
木
理
事
長
、
谷
学
長
の
列

席
の
下
、
認
証
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
は
同
社
の
前
身
で
あ
る
同
和
火

災
海
上
保
険
株
式
会
社
が
創
立
百
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
有

為
な
専
門
職
の
育
成
を
め
ざ
す
と
い
う
本
学
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
毎
年

成
績
優
秀
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
原
則
と
し
て

卒
業
ま
で
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
、
返
済
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
昨
年
か
ら
の
継
続
者

も
十
七
名
全
員
が
引
き
続
き
奨
学
生
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

奨
学
生
氏
名

島
津
猛
洋
（
看
護
学
科
二
年
）

吉
川
幸
次
郎
（
理
学
療
法
学
科
三
年
）

麻
生
翠
（
理
学
療
法
学
科
二
年
）

蒔
田
祥
子
（
理
学
療
法
学
科
二
年
）

前
原
正
義
（
放
射
線
・
情
報
科
学
科
二
年
）

延
山
亜
紀
子
（
医
療
経
営
管
理
学
科
二
年
）

ア
リ
ウ
ナ
・
ツ
ェ
ー
ソ
ド
ロ
ル
ツ
ォ
（
医
療
経

営
管
理
学
科
一
年
）

根
本
光
隆
（
医
療
福
祉
学
科
三
年
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

こ
の
奨
学
金
は
、
品
行
方
正
で
前
年
度
の
成

績
が
優
秀
な
学
生
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
年

間
授
業
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら

も
去
る
六
月
三
日
（
火
）
に
大
学
に
お
い
て
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

【
看
護
学
科
】

敦
賀
淑
日
（
二
年
）、
神
子
恵
理
加
（
三
年
）、

渡
邊
美
佐
緒
（
四
年
・
二
年
連
続
）

【
理
学
療
法
学
科
】

桑
田
康
行
（
二
年
）、
越
沼
秀
史
（
三
年
）、
滝

田
有
香
（
四
年
）

【
作
業
療
法
学
科
】

芳
賀
敦
子
（
二
年
）、
岩
上
な
つ
み
（
三
年
）、

北
構
由
佳
（
四
年
）

【
言
語
聴
覚
学
科
】

青
山
由
紀
子
（
二
年
）、
稲
葉
美
和
（
三
年
）、

石
原
徳
子
（
四
年
）

【
視
機
能
療
法
学
科
】

谷
口
貴
哉
（
二
年
）

【
放
射
線
･
情
報
科
学
科
】

稲
穂
晴
美
（
二
年
）、
菅
原
崇
（
三
年
・
二
年
連

続
）、
佐
藤
晴
美
（
四
年
）

【
医
療
経
営
管
理
学
科
】

山
本
直
輝
（
二
年
）、
堀
木
恵
美
子
（
三
年
）、

横
井
紀
昭
（
四
年
）

【
医
療
福
祉
学
科
】

菊
地
紀
江
（
二
年
）、
西
山
志
乃
（
三
年
）、
金

子
京
子
（
四
年
）

奨
学
生
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

（
学
生
課
）
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国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院
は
平
成

十
四
年
七
月
一
日
に
国
立
熱
海
病
院
を
継
承
し

て
開
院
し
約
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
患
者
様
の

数
は
順
調
に
増
加
し
外
来
一
日
六
〇
〇
名
を
超

え
る
日
も
あ
り
地
域
の
皆
様
に
信
頼
を
得
て
ま

い
り
ま
し
た
。
患
者
様
の
増
加
に
合
わ
せ
て
今

年
四
月
に
は
四
十
二
名
の
新
入
職
員
を
迎
え
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
七
名
は
国
際
医
療
福
祉
大

学
の
卒
業
生
で
、
こ
れ
ま
で
の
環
境
か
ら
一
転
、

温
暖
な
気
候
と
水
平
線
を
一
望
で
き
る
熱
海
の

地
で
元
気
一
杯
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
地
域
の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
病
院
と
な

る
よ
う
市
民
向
け
「
第
一
回
公
開
講
座
」
を
五

月
十
一
日
に
熱
海
市
内
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
当
院
の
整
形
外
科
の
先
生
方
が
講
演
し
、

予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
約
三
〇
〇
名
の
方
が

集
ま
り
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

さ
ら
に
当
院
は
大
学
の
附
属
病
院
と
し
て
本

校
の
協
力
を
得
な
が
ら
教
育
面
で
も
先
駆
的
な

試
み
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
四
月
に
熱
海

病
院
内
に
開
講
し
た
大
学
院
「
熱
海
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
開
原
成
允
大
学
院
院
長
の

指
導
の
も
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回

線
を
用
い
た
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、

将
来
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
を
見
据
え
た
試
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
新
病

院
の
建
設
工
事
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。
完
成
い

た
し
ま
す
と
相
模
湾
を
一
望
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
中
で
湯
量
豊
富
な
温
泉
を
効
果
的
に
利

用
し
た
新
病
院
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

（
附
属
熱
海
病
院
　
本
山
聡
洋
）

①
所
属
・
職
位
、②
誕
生
日
、③
最
終
学
歴
、④
専
門
分
野
、⑤
前

職
、⑥
主
要
著
書
・
論
文
、⑦
本
校
に
お
け
る
担
当
科
目
、⑧
趣
味
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国
際
医
療
福
祉
大
学
国
家
試
験
合
格
率

平
成

十
四
年
度

教
員
紹
介

平
成
十
五
年
度
奨
学
生
決
定
！

附
属
熱
海

病
院
通
信
「
開
院
一
年
、そ
の
新
た
な
試
み
」

C
o

lu
m

u
n

Pro
file

受験区分 新卒・既卒 受験者数 （名） 
合格者数 
（名） 

不合格者数 
（名） 

全国平均 
合格率（％） 

全国合格者数/ 
受験者数（名） 

新卒者 129 108 21 83.7%

既卒者 5 3 2 60.0%

新卒者 6 6 0 100.0%

既卒者 1 1 0 100.0%

新卒者 127 123 4 96.9%

既卒者 1 1 0 100.0%

新卒 99 99 0 100.0%

既卒 - - - -

新卒 106 104 2 98.1%

既卒 7 6 1 85.7%

新卒 102 81 21 79.4%

既卒 - - - -

新卒 121 110 11 90.9%

既卒 7 4 3 57.1%

社会福祉士 新卒 127 61 66 29.3% 9,800/33,452

精神保健 
福祉士 新卒 25 25 0 62.7% 5,670/9.039

2,937/3,205

2,125/2,680

言語聴覚士 

作業療法士 

1,027/2,447

診療放射線 
技師 

7,454/8,147

1,531/1,716

49,714/53,680

3,629/3,686理学療法士 

97.3%

100.0%

本学合格率（％） 

保健師 82.8%

看護師 

91.5%

助産師 100.0% 89.2%

92.6%

48.0%

100.0%

79.4%

89.1%

98.5%

91.6%

42.0%

79.3%

96.9%

 2002年度国家試験合格率 

貸借対照表   平成15年3月31日 

27,617,074 24,026,379 3,590,695
25,131,645 21,657,357 3,474,288
10,491,443 8,944,769 1,546,674
8,260,641 8,013,399 247,242
504,507 506,965 △ 2,458
3,784,290 3,740,861 43,429
950764 216625 734,139
250,793 223,968 26,825
19,207 10,770 8,437
870,000 0 870,000
2,485,429 2,369,022 116,407
2,040 0 2,040
2,727 2,727 0
1,264 1,445 △ 181
782,538 557,538 225,000
10,000 10,000 0

1,500,000 1,500,000 0
10,819 3,630 7,189
86,945 82,923 4,022
89,096 210,759 △ 121,663

6,167,005 4,524,139 1,642,866
5,289,258 4,353,158 936,100
69,166 19,810 49,356
793,329 139,461 653,868
300 1,218 △ 918

14,952 10,492 4,460
33,784,079 28,550,518 5,233,561

2,475,833 1,827,083 648,750
4,931,138 4,000,884 930,254
7,406,971 5,827,967 1,579,004
25,474,792 22,356,263 3,118,529
902,316 366,288 536,028

33,784,079 28,550,518 5,233,561

固定資産 
　有形固定資産 
　　　土地 
　　　建物 
　　　構築物 
　　　教育研究用機器備品 
　　　その他の機器備品 
　　　図書 
　　　車両 
　　　建設仮勘定 
　その他の固定資産 
　　　地上権 
　　　電話加入権 
　　　水道施設利用権 
　　　有価証券 
　　　長期預け金 
　　　施設整備引当資産 
　　　長期貸付金 
　　　差入保証金 
　　　学科増設引当特定資産 
流動資産 
　　　現金預金 
　　　貯蔵品 
　　　未収入金 
　　　仮払金 
　　　その他流動資産 
資産の部合計 
負債の部 
固定負債 
流動負債 
負債の部合計 
基本金の部 
消費収支差額の部 
負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計 

資産の部 
科　　目 本年度末 前年度末 増減 

消費収入の部 
科 目 

学生生徒等納付金 

手数料 

寄付金 

補助金 

資産運用収入 

事業収入 

（うち医療収入） 

帰属収入合計 

基本金組入額 

消費収入合計（a） 

消費支出の部 
人件費 

教育研究経費 

（うち医療経費） 

管理経費 

借入金等利息 

資産処分差額 

(予備費)

消費支出合計 （b） 

消費収支差額(a)-(b)
　　　　(単位:千円)

予算 決算 差異 

消費収支計算書 自　平成14年4月 1日 至　平成15年3月31日 

(単位：千円)

4,264,452 4,255,482 8,970

162,000 166,099 △ 4,099

1,614,449 1,683,904 △ 69,455

2,706,277 2,413,444 292,833

10,973 11,331 △ 358

1,780,475 1,899,014 △ 118,539

(1,698,574) (1,776,611) △ 78,037

雑収入 60,089 69,977 △ 9,888

10,598,715 10,499,251 99,464

△ 2,857,652 △ 3,118,529 260,877

7,741,063 7,380,722 360,341

3,569,393 3,546,900 22,493

1,979,267 1,978,140 1,127

(783,175) (783,124) (51)

1,256,333 1,246,647 9,686

56,374 56,367 7

16,700 16,640 60

(19,560)

10,440 10,440

6,888,507 6,844,694 43,813

852,556 536,028 316,528

IUHW短信

●6月30日（月）、国際医療福祉大学附属
熱海病院開院1周年記念式典が熱海後楽園
ホテルにて開催された。

●本学軟式野球部が第14回北関東大学軟
式野球春季リーグ戦で、作新大を3対0で
下し初優勝。8月18日から広島で開かれ
る全国大会に出場が決定した。（次号取材予
定）

●国際医療福祉大学と群馬大学が主体とな
り、那須で第1回リハビリテーション関連

Note

部
社
会
学
科
卒
／
④
診
療
情
報
管
理
／
⑤
聖
路
加
国
際

病
院
医
療
情
報
管
理
科
／
⑦
担
当
科
目
　
診
療
情
報
管

理
論
・
国
際
疾
病
分
類
法
／
⑧
声
楽
（
特
に
イ
タ
リ
ア

歌
曲
）、
軽
い
山
歩
き
、
旅
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
な
ど
）

鳥
羽
克
子

（
ト
バ
カ
ツ
コ
）

①
医
療
経
営
管
理
学
科

教
授

②
１
９
３
７
年
11
月
８
日

③
明
治
学
院
大
学
文
学

童
研
究
科
児
童
学
専
攻
〔
修
士
〕
修
了
／
④
小
児
看
護

学
／
⑤
浦
安
・
市
川
市
民
病
院
付
属
葛
南
看
護
専
門
学

校
教
員
／
⑥
な
し
⑦
小
児
看
護
学
／
⑧
サ
ッ
カ
ー
観
戦

小
口
多
美
子

（
オ
グ
チ
タ
ミ
コ
）

①
保
健
学
部
看
護
学
科

専
任
講
師

②
１
９
５
４
年
２
月
８
日

③
聖
徳
大
学
大
学
院
児

国際医療福祉大学
決算報告平成

十四年度



Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
は
、
広
報
委
員
の
合
議
に
よ
り
紙
面
を

構
成
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
各
学
科

の
広
報
委
員
・
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
長

水
巻
中
正
（
医
療
経
営
管
理
学
科
長
）

広
報
副
委
員
長

鈴
木
五
郎
（
医
療
福
祉
学
部
長
）

委
員

●
看
護
学
科

柳
屋
道
子（
助
教
授
）、
阿
部
智
恵
子（
講
師
）

●
理
学
療
法
学
科

秋
山
純
和
（
助
教
授
）、
石
井
博
之
（
助
手
）

●
作
業
療
法
学
科

菅
原
洋
子
（
助
教
授
）

●
言
語
聴
覚
学
科

大
平
章
子
（
助
教
授
）、
菅
野
倫
子
（
助
手
）

●
放
射
線
・
情
報
科
学
科

菊
地
義
信
（
助
教
授
）、
宮
地
幸
久
（
助
手
）

●
医
療
経
営
管
理
学
科

佐
藤
貴
一
郎
（
教
授
）、
磯
伸
彦
（
助
手
）

●
医
療
福
祉
学
科

小
林
雅
彦
（
助
教
授
）、
若
倉
健
（
助
手
）

●
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

宮
崎
路
子
（
講
師
）

●
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

菊
地
義
信
（
助
教
授
）

●
大
学
院

田
中
繁
（
教
授
）

表
紙
撮
影：

加
藤
文
哉

デ
ザ
イ
ン：

ア
イ
・
デ
プ
ト．

発
行：

国
際
医
療
福
祉
大
学

編
集
部

【
大
田
原
】

〒
３
２
４
―
８
５
０
１

栃
木
県
大
田
原
市
北
金
丸
二
六
〇
〇
―
一

国
際
医
療
福
祉
大
学
内

電
話
　
〇
二
八
七
―
二
四
―
三
〇
〇
〇

【
東
京
】

〒
１
０
７
―
０
０
６
２

東
京
都
港
区
南
青
山
一
―
二
四
―
一

ア
ミ
テ
ィ
乃
木
坂
三
階

電
話
　
〇
三
―
五
四
一
四
―
六
〇
九
八
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『
医
療
福
祉
チ
ャ
ン
ネ
ル
７
７
４
』

視
聴
の
お
薦
め

国
際
医
療
福
祉
大
学
出
版
会
書
籍
の
ご
案
内

Information

監
修：

水
巻
中
正
（
国
際
医
療
福
祉
大
学

教
授
）
／
著
者：

橋
口
徹
・
福
原
康
司
（
国

際
医
療
福
祉
大
学
）
／
水
谷
正
夫
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
人
材
開
発
機
構
）
／
Ａ
５
判
、
３
７
８

頁
、
ソ
フ
ト
カ
バ
ー

ＮＰＯ運営のための画期的な手引き書
「福祉ＮＰＯの挑戦―
コミュニティケアの経営管理」

定価：本体3,000円＋税

編
著：
国
際
医
療
福
祉
大
学
医
療
経
営
管
理

学
科
／
Ｂ
５
判
、
５
４
０
頁
、
ソ
フ
ト
カ
バ
ー

医療・経営管理職育成のためのバイブル
「三訂　
医療福祉経営管理入門」

定価：本体3,800円＋税

監
修：

松
川
公
一（
国
際
医
療
福
祉
大
学
教

授
）／
Ｂ
５
判
、
３
９
６
頁
、
ソ
フ
ト
カ
バ
ー

これから救急医学を学ぼうとする
すべての初学者のための入門書

「はじめて学ぶ救急医学」

定価：本体4,200円＋税

著
者：

大
島
實（
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
）

Ａ
５
判
、
約
２
０
８
頁
、
ソ
フ
ト
カ
バ
ー

ケースワーク援助の方法と技法を
事例を取り入れながら分かりやすく解説

「ケースワーク援助の理論と実際」

定価：本体2,800円＋税

ご注文は、国際医療福祉大学出版会まで 〒107-0062  東京都港区南青山1-24-1アミティ乃木坂3階　電話03-5414-6098 ＦＡＸ03-5414-6096
E-mail：press@iuhw.ac.jp  http：//press.iuhw.ac.jp/

問
題
一

ア
　
仙
人
掌
＝
サ
ボ
テ
ン

イ
　
躑
躅
＝
ツ
ツ
ジ

ウ
　
石
楠
花
＝
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

エ
　
蒲
公
英
＝
タ
ン
ポ
ポ

【
正
解
　
ア
】

問
題
二

ア
　
家
鴨
＝
ア
ヒ
ル

イ
　
不
如
帰
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス

ウ
　
百
舌
鳥
（
百
舌
と
も
）
＝
モ
ズ

エ
　
雲
雀
＝
ヒ
バ
リ

【
正
解
　
エ
】

当
選
者：

望
月
温
香
さ
ん
（
作
業
療
法
学
科
）

＊
学
生
証
持
参
の
上
、Ｌ
棟
学
生
課
窓
口
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

お
知
ら
せ

Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
ク
イ
ズ
は
、
勝
手
な
が
ら
、
今
回
で
打
ち
切
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

解
答

Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
ク
イ
ズ

Q
u

iz

第
三
十
七
回

NOW
PRINTING

本
学
は
、
医
療
福
祉
は
21
世
紀
の
日
本
の

将
来
を
左
右
す
る
重
要
な
分
野
で
あ
り
、
卒

業
生
が
将
来
そ
の
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
、
末
永
く
応
援
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
、
衛
星
放
送『
医
療
福
祉
チ
ャ

ン
ネ
ル
７
７
４
』と
の
提
携
を
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
福
祉
チ
ャ
ン
ネ
ル
７
７
４
は
、
医
療

福
祉
関
連
部
門
の
ト
ー
タ
ル
的
な
情
報
発
信

や
、
よ
り
高
度
な
専
門
性
を
追
求
す
る
生
涯

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、
関
係
職
種
一
般
の

方
々
を
は
じ
め
医
療
専
門
職
能
団
体
協
会
員
、

病
院
・
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
の
法
人
施

設
で
も
多
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
衛
星
放

送
医
療
福
祉
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

大
学
と
の
交
流
お
よ
び
在
学
生
と
同
一
の
情

報
を
共
有
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
『
医
療
福
祉
チ
ャ
ン
ネ
ル
７
７
４
』

を
ご
視
聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
主
な
番
組
〉

「
国
際
医
療
福
祉
大
学
ア
ワ
ー
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
」「
読
売
社
会
保
障
ニ
ュ
ー
ス
」
他

〈
視
聴
方
法
〉

衛
星
放
送
受
信
機
の
設
置
が
必
要
で
す
。

〈
教
育
後
援
会
会
員
特
典
〉

特
典
１：

衛
星
放
送
受
信
機
を
無
償
貸
与

（
条
件
詳
細
は
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。）

特
典
２：

ア
ン
テ
ナ
設
置
工
事
費
サ
ー
ビ
ス

特
典
３：

視
聴
料
無
料

〈
資
料
請
求
・
お
申
込
先
〉

国
際
医
療
福
祉
大
学
　
学
生
課
同
窓
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
７
―
２
４
―
３
０
５
５

広
報
委
員
一
覧

平
成
十
五
年
度


